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訂正とお詫び 

講義で使用する教材について、内容の一部に訂正がございます。深くお詫び申し上げるとともに、以下

のように訂正いたします。 

■１級土木施工管理技士 第一次検定 テキスト(改訂第三版) 

頁 該当箇所 誤 正 

P27 
図表２ についての解説文 

（計４ヶ所） 

上図のように、断面及び流心の高さが変

化する流管の①・②断面において、𝑣1
2/2g、

𝑣2
2/2g、𝑧1と𝑧2及び𝑝1/𝑝gと𝑝2/𝑝gの値は

異なるが、全水頭𝐻𝑒は等しい。そのため、

次式で表される。 

𝑣1
2

2g
 +  𝑧1 +  

𝑝1

𝑝g
 =  

𝑣2
2

2g
 +  𝑧2 +  

𝑝2

𝑝g
 

=  𝐻𝑒 

※下線部が p（ピー）となっている 

上図のように、断面及び流心の高さが変

化する流管の①・②断面において、𝑣1
2/2𝑔、

𝑣2
2/2𝑔、𝑧1と𝑧2及び𝑝1/𝜌𝑔と𝑝2/𝜌𝑔の値は異

なるが、全水頭𝐻𝑒は等しい。そのため、

次式で表される。 

𝑣1
2

2𝑔
 +  𝑧1 +  

𝑝1

𝜌𝑔
 =  

𝑣2
2

2𝑔
 + 𝑧2 +  

𝑝2

𝜌𝑔
 

=  𝐻𝑒 

※下線部がρ（ロー）となっている 

P33 

図表２ 内 

「ベーン試験」の 

「試験で得られる結果」 

粘着力 c〔N/mm2〕 

(粘性地盤のせん断強 

粘着力 c〔N/mm2〕 

(粘性地盤のせん断強さ) 

 

■１級土木施工管理技士 第一次検定 分野別過去問題集 2026年度版(令和８年度版) 

頁 該当箇所 誤 正 

P368 

解答・解説 

第６編 第４章 

問題.５ (1) 

修正 CBR 試験は、所要の締固め度に対
応する乾燥密度における路盤材料の支
持力値(修正 CBR)を知り、材料選定の
指標として利用することを目的として
実施する。よって、(1)は適当でない。 

修正 CBR 試験は、所要の締固め度に対
応する乾燥密度における路盤材料の強
度特性を知り、材料選定の指標として利
用することを目的として実施する。よっ
て、(1)は適当でない。 

 

■2026年度版 １級土木施工管理技士 第一次検定 受験対策資料 

頁 該当箇所 誤 正 

P50 Check!! ２つ目の● 

コンクリートの施工時、日最低気温が
４℃以下になることが予想される場合
は、寒中コンクリートとしての施工を行
わなければならない。 

コンクリートの施工時、日平均気温が
４℃以下になることが予想される場
合は、寒中コンクリートとしての施工
を行わなければならない。 

P106 

Check!! ２つ目の● その他の騒音規制法の特定建設作業 その他の振動規制法の特定建設作業 

Check!! ③ 

ブ舗装版破砕機を使用する作業（作業地点

が連続的に移動する作業にあっては、１日

における当該作業に係る２地点間の最大

距離が 50mを超えない作業に限る） 

舗装版破砕機を使用する作業（作業地点

が連続的に移動する作業にあっては、１

日における当該作業に係る２地点間の

最大距離が 50mを超えない作業に限る） 
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■令和８年度 １級土木施工管理技術検定 第一次検定 模擬試験 問題 

※解答・解説の内容に訂正はございません。 

頁 該当箇所 誤 正 

P13 
【No.19】１行目 

場所打ち杭工法の施工に関する次の記
述のうち、適当なものはどれか。 

場所打ち杭工法の施工に関する次の記述の
うち、適当でないものはどれか。 

【No.20】１行目 
各種土留め工の特徴に関する次の記述
のうち、適当なものはどれか。 

各種土留め工の特徴に関する次の記述のう
ち、適当でないものはどれか。 

P15 【No.26】１行目 
河川堤防の盛土施工に関する次の記述
のうち、適当でないものはどれか。 

河川堤防の盛土施工に関する次の記述のう
ち、適当なものはどれか。 

P19 【No.37】１行目 
道路のコンクリート舗装の補修工法に
関する次の記述のうち、適当でないもの
はどれか。 

道路のコンクリート舗装の補修工法に関す
る次の記述のうち、適当なものはどれか。 
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